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七
月
二
十
九
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
本
会

会
議
室
で
常
務
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

仏
教
徒
の
歌
「
あ
あ
、
こ
の
よ
ろ
こ
び
」

斉
唱
、
里
見
達
人
理
事
長
導
師
の
も
と
三
帰

依
文
を
唱
和
。
里
見
理
事
長
を
議
長
に
、
議

事
録
署
名
人
に
、
服
部
融
宣
（
高
野
山
真
言

宗
）
・
浅
井
侃
雄
（
真
言
宗
豊
山
派
）
の
両

師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

一
、
本
会
の
規
約
な
ら
び
に
機
構
の
改
革
に

つ
い
て

里
見
議
長
よ
り
事
務
総
局
へ
説
明
が
求
め

ら
れ
、
齋
藤
明
聖
事
務
総
長
が
改
革
推
進
委

員
会
答
申
を
読
み
上
げ
、
答
申
の
骨
子
を
説

明
し
た
。
答
申
に
は
、
寄
付
行
為
変
更
の
検

討
か
ら
始
め
た
理
由
と
し
て
、
文
化
庁
か
ら

総
務
庁
指
導
監
督
基
準
に
沿
っ
て
本
会
の
理

事
、
評
議
員
の
定
数
削
減
を
行
う
よ
う
強
い

指
導
を
受
け
て
い
る
こ
と
。
寄
付
行
為
変
更

の
検
討
は
、「
本
会
の
機
構
・
機
関
・
事
業

・
財
政
全
般
」
さ
ら
に
事
務
総
局
の
部
局
の

見
直
し
ま
で
視
野
に
入
れ
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、「
本
会
が
わ
が
国
伝
統
仏
教

界
の
国
内
外
に
お
け
る
窓
口
と
し
て
、
情
報

の
収
集
と
発
信
を
し
て
い
く
、
い
わ
ば
伝
統

仏
教
界
に
お
け
る
広
報
部
的
役
割
を
担
っ
て

い
く
こ
と
を
基
本
構
想
と
し
て
、
事
業
の
選

択
・
展
開
を
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
諮
問
事
項

に
あ
る
諸
課
題
の
な
か
で
審
議
し
尽
く
さ
れ

な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
常
設
の

委
員
会
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
、
慎
重
に
審

議
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
、

次
の
五
項
目
の
説
明
を
行
っ
た
。

主
な
改
革
に
つ
い
て

１
�
「
寄
付
行
為
」
の
変
更
に
つ
い
て

理
事
、
評
議
員
の
削
減
と
新
た
な
参

与
の
導
入
。
加
盟
団
体
以
外
に
団
体

・
個
人
を
含
む
賛
助
会
員
制
度
の
新

設
。

２
�
事
務
総
局
体
制
に
つ
い
て

現
在
の
部
局
の
編
成
を
見
直
す
。

３
�
関
西
事
務
局
に
つ
い
て

本
会
の
支
局
と
し
て
の
位
置
づ
け
と

簡
素
な
事
務
局
体
制
を
目
指
す
。

４
�
諮
問
委
員
会
に
つ
い
て

理
事
長
の
諮
問
委
員
会
と
し
て
広
く

諸
課
題
に
対
応
で
き
る
審
議
会
を
設

置
し
、
現
行
の
委
員
会
を
そ
の
中
に

集
約
す
る
。

５
�
広
報
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

事
務
総
長
の
下
に
、
広
報
課
題
を
明

確
に
し
、
短
期
・
中
長
期
的
な
企
画

を
立
て
る
。

「
寄
付
行
為
変
更
（
案
）」に
つ
い
て
櫻
井

英
幸
総
務
部
長
が
重
要
な
変
更
箇
所
と
事
由

を
逐
条
説
明
し
た
。
今
後
、
寄
付
行
為
変
更

と
関
連
の
事
務
局
規
程
や
各
種
審
議
会
・
委

員
会
規
程
等
に
つ
い
て
も
文
化
庁
宗
務
課
と

折
衝
し
、
細
部
に
亘
っ
て
協
議
し
て
い
く
こ

と
を
報
告
。
次
期
理
事
会
・
評
議
員
会
に
議

案
と
し
て
上
程
し
て
い
く
方
向
で
賛
同
を
得

た
。

二
、
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
里
見
議
長
よ
り
事
務
総
局
へ
説
明
が
求
め

ら
れ
、
齋
藤
事
務
総
長
が
財
団
創
立
五
十
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
今
日
ま
で
の
経
過
報

告
と
企
画
概
要
を
説
明
し
た
。

〈
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
案
〉

平
成
十
九
年
度

◇
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

挙
行

◇
第
四
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開
催

平
成
二
十
年
度

◇
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
開
催

◇
五
十
周
年
記
念
誌
編
纂
・
発
刊

宮
川
宏
生
財
務
部
長
よ
り
財
団
創
立
五
十

周
年
記
念
事
業
収
支
計
画
（
案
）、
櫻
井
総

務
部
長
よ
り
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
規
程
（
案
）
の
説
明
を
行
っ
た
。

以
上
の
説
明
に
よ
り
こ
の
協
議
事
項
に
つ
い

て
の
理
解
を
得
た
。

一
、
朝
鮮
半
島
出
身
の
旧
民
間
徴
用
者
等
の

遺
骨
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
の
お
願
い

に
つ
い
て

朝
鮮
半
島
出
身
の
旧
民
間
徴
用
者
等
の
遺

骨
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
の
依
頼
が
、
内
閣

官
房
・
外
務
省
・
厚
生
労
働
省
よ
り
文
部
科

学
省
文
化
庁
宗
務
課
を
経
て
、
本
会
へ
協
力

の
要
請
が
な
さ
れ
た
。
壽
山
良
光
国
際
文
化

部
長
が
そ
の
趣
意
を
説
明
し
、
本
会
加
盟
団

体
宛
に
七
月
二
十
一
日
付
で
所
官
庁
の
文
書

を
添
付
し
て
送
付
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

二
、
事
務
総
局
各
部
報
告

国
際
文
化
部

仏
教
伝
道
協
会
か
ら
伝
統
有
る
英
国
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
仏
教
学
の
講

座
の
存
続
が
基
金
難
と
人
材
難
の
た
め
危
機

的
状
況
に
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
、
本
会
へ

協
力
要
請
が
あ
っ
た
。
壽
山
国
際
文
化
部
長

よ
り
加
盟
団
体
に
講
座
存
続
の
た
め
基
金
増

資
協
力
の
広
報
と
各
宗
派
へ
基
金
増
資
勧
財

を
依
頼
し
た
い
と
の
趣
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

社
会
部

奈
良
慈
徹
社
会
部
長
よ
り
十
一
月
十
六
日

・
十
七
日
開
催
の
第
三
十
九
回
全
日
本
仏
教

徒
会
議
滋
賀
大
会
に
つ
い
て
会
期
お
よ
び
内

容
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
仏
教
界
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
討
議
す
る
場
と
な
る

「
加
盟
団
体
代
表
者
会
議
」
へ
の
理
解
と
参

加
を
要
請
し
た
。

協
議
事
項

報
告
事
項

常
務
理
事
会
開
催

２００５年９月１日2



八
月
三
〜
四
日
、「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ

ト
十
八
周
年
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
」
参
列

の
た
め
に
タ
イ
本
部
よ
り
来
日
さ
れ
た
、
Ｗ

Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
連
盟
パ
ン
・
ワ
ナ
メ
ッ
テ

ィ
会
長
、
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー
事
務
総

長
を
迎
え
、
八
月
五
日
、
本
会
事
務
総
局
会

議
室
に
於
い
て
午
後
四
時
よ
り
第
四
回
国
際

委
員
会
、
引
き
続
き
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
午
後
六
時
よ
り
歓
迎
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

国
際
委
員
会
で
は
、
理
事
長
諮
問
事
項
の

日
本
国
憲
法
改
正
論
議
に
お
け
る
本
会
の
対

応
を
は
じ
め
、
文
化
庁
よ
り
依
頼
の
朝
鮮
半

島
出
身
旧
民
間
徴
用
者
等
の
遺
骨
情
報
提
供
、

仏
教
伝
道
協
会
よ
り
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
の
「
仏
教
学
」
講
座
基
金
勧
募
依
頼
等
の

事
項
に
つ
い
て
慎
重
審
議
さ
れ
た
。

パ
ン
会
長
、
パ
ロ
ッ
プ
事
務
総
長
、
里
見

達
人
理
事
長
が
会
議
の
途
中
で
委
員
会
に
加

わ
り
、
本
会
五
十
周
年
記
念
事
業
の
大
き
な

柱
で
あ
る
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本

大
会
に
向
け
て
の
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。

パ
ン
会
長
よ
り
本
会
が
Ｗ
Ｆ
Ｂ
に
お
け
る

重
要
な
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
副
会
長

（
松
濤
弘
道
師
）
・
執
行
委
員
（
戸
松
義
晴

師
）
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
先
の
ス
マ
ト
ラ

沖
大
地
震
を
契
機
に
Ｗ
Ｆ
Ｂ
津
波
基
金
が
設

立
さ
れ
た
。
本
会
で
は
犠
牲
者
の
慰
霊
祭
に

壽
山
良
光
国
際
文
化
部
長
が
出
席
し
て
い
る
。

Ｗ
Ｆ
Ｂ
事
業
は
上
座
部
仏
教
、
大
乗
仏
教
、

密
教
が
共
に
仏
陀
の
教
義
を
世
界
中
に
布
教

し
、
社
会
的
、
教
育
的
、
文
化
的
、
人
道
的

に
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

具
体
的
な
事
業
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
救
済
、

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
津
波
被
害
救
済
、
ル
ン

ビ
ニ
ー
復
興
文
化
事
業
な
ど
を
行
っ
た
。

現
在
Ｗ
Ｆ
Ｂ
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
本
部
、
Ｗ
Ｂ
Ｕ

（
世
界
仏
教
徒
大
学
）、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
（
青
年

組
織
）
を
ひ
と
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
事
業
推
進
に
お
い
て
六

つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
が
あ
る
。
一
、
人
材
育

成
、
二
、
資
金
、
三
、
設
備
、
四
、
運
営
管

理
、
五
、
市
場
調
査
（
広
報
）
六
、
活
性
化

で
あ
る
。
各
国
セ
ン
タ
ー
と
の
緊
密
な
情
報

交
換
に
よ
っ
て
、
今
、
何
が
必
要
で
、
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
今
後
の
事

業
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
を
受
け
て
里
見
理
事
長
は
、
比
叡
山

で
の
様
々
な
国
の
仏
教
徒
の
文
化
、
習
慣
の

違
い
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
共
通
の
テ
ー

マ
で
対
話
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感

す
る
と
共
に
、
近
い
将
来
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏

教
徒
会
議
日
本
大
会
開
催
に
向
け
て
の
強
い

意
欲
を
示
し
た
。

七
月
十
二
日
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

支
部
の
ス
ッ
ダ
ナ
ン
ダ
・
マ
ハ
テ
ー
ロ
長
老
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
チ
ッ
タ
ゴ
ン
丘
陵
地

域
担
当
副
大
臣
の
マ
ニ
・
ス
ワ
パ
ン
・
デ
ワ

ン
氏
が
本
会
事
務
総
局
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、

戸
松
義
晴
国
際
委
員
会
委
員
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
執
行

委
員
）
と
懇
談
し
た
。

チ
ッ
タ
ゴ
ン
地
域
は
仏
教
徒
の
先
住
民
と

ベ
ン
ガ
ル
人
入
植
者
と
の
間
に
紛
争
が
続
い

て
い
る
が
、
デ
ワ
ン
氏
は
中
立
的
な
立
場
か

ら
解
決
を
図
っ
て
い
る
現
況
を
述
べ
た
。

ま
た
、
マ
ハ
テ
ー
ロ
長
老
は
、
以
前
本
会

の
援
助
等
で
現
地
に
建
設
し
た
孤
児
院
の
状

況
に
つ
い
て
本
会
関
係
者
を
招
待
し
視
察
・

理
解
し
て
欲
し
い
旨
要
請
さ
れ
た
。

Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
連
盟

パ
ン
会
長
・
パ
ロ
ッ
プ
事
務
総
長
来
局

国
際
委
員
会
並
び
に
歓
迎
懇
親
会
開
催

里見理事長（右）よりパン会長へ記念品を贈呈

松濤弘道国際委員長よりWFB世界仏教徒会
議日本大会の説明がなされた

Ｗ
Ｆ
Ｂ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部

マ
ハ
テ
ー
ロ
長
老

事
務
総
局
を
表
敬
訪
問

前列左側より戸松国際委員、デワン副大臣、
マハテーロ長老
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六
月
二
十
一
日
午
後
一
時
二
十
分
よ
り
、

京
都
・
真
宗
大
谷
派
真
宗
本
廟
視
聴
覚
ホ
ー

ル
に
て
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検

証
会
議
の
意
義
と
今
後
の
課
題
」
を
テ
ー
マ

に
、
第
二
十
五
回
人
権
啓
発
研
修
会
が
約
百

二
十
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
開

会
式
で
は
、
深
澤
信
善
本
会
同
和
委
員
会
委

員
長
と
、
会
場
提
供
宗
派
を
代
表
し
竹
田
惠

示
真
宗
大
谷
派
解
放
運
動
推
進
本
部
長
が
そ

れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

研
修
会
で
は
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関

す
る
検
証
会
議
」
の
副
座
長
を
務
め
た
内
田

博
文
九
州
大
学
大
学
院
教
授
と
、
検
討
会
委

く
る
べ

員
を
務
め
、
宗
教
分
野
を
担
当
し
た
訓
覇
浩

真
宗
大
谷
派
解
放
運
動
推
進
本
部
本
部
員
が

講
演
し
た
。

内
田
教
授
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す

る
検
証
の
意
義
に
つ
い
て
、
国
が
行
っ
た
隔

離
政
策
は
、
療
養
所
入
所
者
に
対
す
る
過
去

の
被
害
、
法
的
責
任
だ
け
を
問
題
に
す
る
裁

判
で
は
十
分
で
な
く
、
再
発
防
止
の
提
言
と

結
び
つ
い
た
未
来
に
向
け
た
検
証
が
必
要
で

あ
る
。
検
証
と
は
人
権
問
題
を
考
え
る
上
で

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
国
内
・
韓
国
・
台
湾
の
療
養
所
を
訪

問
し
、
被
害
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
中

で
判
明
し
た
療
養
所
の
劣
悪
な
環
境
と
差
別

事
例
と
し
て
断
種
・
堕
胎
の
強
制
な
ど
の
人

権
侵
害
が
報
告
さ
れ
た
。
戦
後
、
ハ
ン
セ
ン

病
の
特
効
薬
で
あ
る
「
プ
ロ
ミ
ン
」
が
効
果

を
上
げ
、
治
癒
が
可
能
と
な
っ
た
。
療
養
所

内
で
は
日
本
国
憲
法
に
も
と
づ
き
入
所
者
が

自
治
会
を
組
織
し
、
強
制
隔
離
な
ど
の
人
権

侵
害
と
た
た
か
う
運
動
を
始
め
た
。
こ
の
優

れ
た
護
憲
運
動
で
あ
る
自
治
会
運
動
を
メ
デ

ィ
ア
や
社
会
は
黙
殺
し
た
。
そ
の
結
果
、
差

別
・
偏
見
の
前
に
孤
立
無
援
の
患
者
運
動
は

挫
折
し
、
療
養
所
内
の
生
活
改
善
運
動
に
移

行
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
や

社
会
が
自
治
会
運
動
を
問
題
と
し
て
い
れ
ば
、

一
九
六
〇
年
代
の
段
階
で
隔
離
政
策
を
放
棄

さ
せ
、
社
会
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い

ま
だ
被
害
や
偏
見
は
無
く
な
っ
て
お
ら
ず
、

再
発
防
止
の
た
め
に
は
、
差
別
・
偏
見
を
打

破
し
、
正
し
い
医
学
的
知
見
を
普
及
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
ハ
ン
セ
ン
病
の
元

患
者
た
ち
は
高
齢
で
あ
り
、
検
証
会
議
の
提

言
を
具
体
化
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
委

員
会
の
設
置
な
ど
、
施
策
の
実
施
を
先
延
ば

し
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

訓
覇
師
は
、
真
宗
大
谷
派
に
お
け
る
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
「
慰
安
教
化
」
に
関
す
る
資

料
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。
療
養
所
と
宗
教
教
団
の
関
わ
り
は
、
患

者
が
隔
離
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
全
て
の

人
々
の
救
い
に
つ
な
が
る
と
い
う
国
策
と
連

動
し
た
隔
離
の
受
容
の
植
え
付
け
で
あ
り
、

隔
離
の
中
で
生
き
る
た
め
の
信
仰
で
あ
っ
た
。

宗
教
者
の
責
任
は
再
発
防
止
の
た
め
に
、
な

ぜ
隔
離
が
見
え
な
か
っ
た
か
を
問
い
直
し
、

隔
離
を
前
提
と
し
た
「
救
済
の
客
体
」
か
ら

と
も
に
解
放
さ
れ
て
い
く
「
解
放
の
主
体
」

と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

翌
二
十
二
日
午
前
八
時
五
十
分
よ
り
、
真

宗
大
谷
派
宗
務
所
に
て
、
前
日
開
催
さ
れ
た

人
権
啓
発
研
修
会
に
引
き
続
き
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
を
テ
ー
マ
に
、
第
十
五
回
同
和
推
進
担

当
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

全
体
会
で
は
、
曹
洞
宗
啓
発
ビ
デ
オ
を
題

材
に
、
坂
田
徹
応
曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本

部
事
務
局
長
が
曹
洞
宗
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
続
い
て
新
間
智
照
日
蓮
宗
人

権
推
進
委
員
会
委
員
長
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
へ
の
取
り
組
み
に
生
涯
を
捧
げ
た
日
蓮
宗

の
故
綱
脇
龍
妙
師
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
講
演
後
、
参
加
者
は
三
つ
の
分
散
会
で

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
含
め
た
人
権
問
題
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
情
報
・
意
見
交
換
等

を
行
い
、
全
体
会
議
で
各
分
散
会
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。

※
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会

議
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の

委
託
に
よ
り
ハ
ン
セ
ン
病
事
実
検
証
調
査
事

業
を
実
施
し
た
（
財
）
日
弁
連
法
務
研
究
財

団
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.jlf.or.

jp/index.htm
l

）
を
ご
覧
下
さ
い
。
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
最
終
報
告

書
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
参
照
及
び
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
の
意
義
と

今
後
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に

人
権
啓
発
研
修
会
・
同
和
推
進
担
当
者
研
修
会
を
開
催

参加者の質問に答える内田教授と訓覇師
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八
月
三
日
・
四
日
、「
比
叡
山
宗
教
サ

ミ
ッ
ト
十
八
周
年
世
界
平
和
祈
り
の
集

い
」
が
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
と

比
叡
山
上
の
二
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、『
平
和
の
架
け
橋
を
求
め
て

ア
ジ
ア
仏
教
者
と
の
対
話
集
会
』
を
テ
ー

マ
に
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
諸
宗
教
代

表
者
を
招
請
し
た
。
世
界
各
地
で
民
族
紛

争
が
多
発
し
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
脅
威
が
吹

き
荒
れ
る
中
で
、
仏
教
が
世
界
平
和
実
現

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
、
諸
宗
教
者

と
話
し
合
い
、
十
八
年
に
亘
り
対
話
と
祈

り
を
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
を
基
に
比
叡
山

上
で
平
和
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

海
外
か
ら
招
請
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
や
イ

ス
ラ
ム
教
な
ど
の
諸
宗
教
の
代
表
者
の
中
よ

り
仏
教
徒
を
代
表
し
て
タ
イ
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界

仏
教
徒
連
盟
の
パ
ン
・
ワ
ナ
メ
ッ
テ
ィ
会
長

が
開
会
式
典
に
お
い
て
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま

た
、
本
会
か
ら
は
、
里
見
達
人
理
事
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
記
念
講
演
で
は
、
瀬

戸
内
寂
聴
師
が
「
無
償
の
奉
仕
の
力
」
と
題

し
て
、
国
民
和
解
委
員
会
委
員
で
タ
イ
僧
侶

の
パ
イ
サ
ー
ン
・
ウ
ォ
ン
ボ
ラ
ビ
シ
ッ
ト
師

が
「
仏
教
者
と
は
平
和
へ
の
媒
介
者
で
あ

る
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
講
演
を
行
っ
た
。

閉
会
後
は
、

海
外
招
請
者

を
囲
ん
で
交

流
会
が
催
さ

れ
、
終
始
和

や
か
な
親
睦

の
場
と
な
っ

た
。翌

四
日
は
、

午
前
九
時
よ

り
「
紛
争
和
解
の
為
に
仏
教
者
は
何
が
で

き
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
、
杉
谷
義
純
師
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
た
。

午
後
か
ら
は
比
叡
山
上
へ
会
場
を
移
し
、

「
平
和
の
祈
り
式
典
」
が
行
わ
れ
た
。
釋

一
誠
法
師
（
中
国
仏
教
協
会
会
長
）
を
は

じ
め
、
六
名
の
代
表
者
が
次
々
と
壇
上
に

上
が
り
、
祈
り
の
言
葉
を
述
べ
た
。
渡
邊

惠
進
天
台
座
主
が
平
和
祈
願
文
を
読
み
上

げ
た
後
、
参
加
者
全
員
が
立
ち
上
が
り
、

比
叡
全
山
の
梵
鐘
の
音
を
合
図
に
教
義
の

垣
根
を
越
え
て
心
を
一
つ
に
世
界
平
和
の

祈
り
を
捧
げ
た
。
そ
し
て
、
宗
教
サ
ミ
ッ

ト
十
八
周
年
を
記
念
し
、
比
叡
山
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
発
表
さ
れ
、
小
林
隆
彰
が
「
わ
れ

わ
れ
の
祈
り
と
対
話
の
営
み
が
、
人
類
融

和
を
め
ざ
す
す
べ
て
の
人
び
と
の
連
帯
と

協
力
を
必
要
と
す
る
こ
の
時
代
に
、
神
仏

の
加
護
の
も
と
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
切
に

希
っ
て
や
ま
な
い
」
と
結
ん
だ
。

閉
会
後
、
記
者
会
見
と
続
き
、
昨
年
か

ら
急
ピ
ッ
チ
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
こ
の

ほ
ど
完
成
し
た
延
暦
寺
会
館
に
会
場
を
移

し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
こ
け

ら
落
と
し
と
も
な
っ
た
真
新
し
い
大
会
場

で
は
二
日
目
と
言
う
こ
と
も
あ
っ
て
各
海

外
招
請
者
と
の
交
流
も
一
層
盛
ん
に
行
わ

れ
、
有
意
義
な
対
話
が
交
わ
さ
れ
た
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
１８
周
年

世
界
平
和
祈
り
の
集
い
開
催

平和の鐘を合図に海外招請者全員で祈りを捧げた

渡邊天台座主（右）よりパン会長（左）へ記
念品が手渡された

念
法
眞
教
（
稲
山
霊
芳
三
代
燈
主
）
で
は
、

八
月
三
日
、
大
阪
市
鶴
見
区
の
総
本
山
金
剛

寺
で
立
教
八
十
周
年
報
恩
大
法
要
を
厳
修
し

た
。
開
宗
記
念
日
と
な
る
当
日
は
、
宗
教
界

や
政
財
界
、
同
教
団
関
係
者
等
の
約
三
百
五

十
余
名
の
来
賓
が
参
集
。
本
会
か
ら
も
齋
藤

明
聖
事
務
総
長
が
出
席
し
、
記
念
式
典
で
本

会
会
長
の
祝
辞
を
代
読
し
た
。

午
前
八
時
、
二
十
五
菩
薩
お
ね
り
供
養
稚

児
行
列
に
始
ま
り
、
同
大
法
要
、
記
念
式
典

と
続
い
た
。
法
要
後
、
稲
山
燈
主
は
「
今
後

は
、
九
十
年
祭
、
百
年
祭
を
め
ざ
し
、
教
団

の
目
標
で
あ
る
現
世
界
極
楽
浄
土
建
設
の
た

め
、
教
え
実
践
に
精
進
し
た
い
」
と
挨
拶
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
市
内
ホ
テ
ル
に
移

し
て
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
盛
会
で
あ
っ
た
。

念
法
眞
教

立
教
八
十
周
年
報
恩
大
法
要

報恩大法要と記念式典には３５０余名の来賓が
参集した
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加
盟
団
体
代
表
者
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
本
会
の
規
約
、
機
構
改
革
、
財
団
創
立

五
十
周
年
記
念
事
業
等
に
つ
い
て
概
要
の
ご

理
解
な
ら
び
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

七
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
一
時
半
か
ら

本
会
事
務
総
局
会
議
室
に
お
い
て
加
盟
仏
教

団
体
代
表
者
懇
談
会
を
開
催
。（
社
）
全
日

本
仏
教
婦
人
連
盟
、（
社
）
日
本
仏
教
保
育

協
会
、
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
、
全
日
本

仏
教
青
年
会
、
仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
の
代
表

者
が
出
席
。

八
月
一
日
（
月
）
午
後
一
時
半
か
ら
東
京

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
都
道
府
県
仏
教

会
代
表
者
懇
談
会
を
開
催
。
出
席
は
、
北
海

道
、
青
森
県
、
福
島
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、

神
奈
川
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
静
岡
県
、

愛
知
県
、
滋
賀
県
、
和
歌
山
県
、
鳥
取
県
、

愛
媛
県
、
福
岡
県
の
代
表
者
。

八
月
九
日
（
火
）
午
後
一
時
半
か
ら
京
都

西
本
願
寺
内
研
修
室
に
お
い
て
加
盟
宗
派
代

表
者
懇
談
会
を
開
催
。
出
席
は
、
聖
観
音
宗
、

西
山
浄
土
宗
、
天
台
眞
盛
宗
、
真
宗
仏
光
寺

派
、
融
通
念
佛
宗
、
真
宗
木
辺
派
、
天
台
寺

門
宗
、
真
言
宗
泉
涌
寺
派
の
代
表
者
八
団
体

九
名
。

協
議
事
項
は
、
次
の
二
点
。

一
、
本
会
の
規
約
な
ら
び
に
機
構
の
改
革
に

つ
い
て

二
、
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
懇
談
会
で
は
、
本
会
寄
付
行
為
の
変
更
案

と
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

齋
藤
明
聖
事
務
総
長
、
事
務
総
局
各
部
が
説

明
を
行
っ
た
。
懇
談
会
出
席
者
か
ら
は
、
寄

付
行
為
の
条
・
項
・
号
の
整
合
性
を
も
っ
て

行
う
よ
う
に
と
の
意
見
が
あ
り
、
事
務
総
局

と
し
て
し
っ
か
り
と
整
え
る
と
答
弁
し
た
。

ま
た
、
全
仏
が
仏
教
界
を
代
表
し
て
社
会
に

情
報
発
信
す
る
こ
と
や
広
報
を
行
う
こ
と
の

必
要
性
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
、
二
つ
の
協
議
事
項
に
活

か
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
た
い
と
齋
藤
事
務

総
長
が
答
え
た
。

十
一
月
十
六
日
・
十
七
日
開
催
の
第
三
十

九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
滋
賀
大
会
に
つ
い

て
会
期
お
よ
び
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

仏
教
界
の
諸
課
題
を
討
議
す
る
「
加
盟
団
体

代
表
者
会
議
」
へ
の
参
加
を
要
請
し
た
。

加
盟
団
体
代
表
者
懇
談
会

本
会
の
機
構
改
革
と

財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
を
中
心
に

八
月
八
日
、
本
会
は
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請
」
を

小
泉
純
一
郎
首
相
宛
に
提
出
し
た
。

�
�
��

�
�
�
�
�
	��



�
�


�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
��

�

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
 
!�

"
�
�
#
$
%
&
'
�
�
�
�
(
)
�
*

+
,
-�

�
.
/
!
.
�
 �

�
�
�
�
��

0
1
�
2
3
,
4�

�
5
6
�
�
7
'
�
 
8
9
:
,
�
;
'

�
�
6
<
�
�
=
>
!�

?
@
 
<
A
B
C
D
=
>
<
E
'
F
&
G
=
>
!
.
H�

�
 
F
/
.
�
��

I
A
B
J
K
=
>
<
�
�
�
�
�


�
�


�
�
F
�
�

�
�
H
<
E
'
��

L
�
M
N
O
P
�
,
'
!
.
�
�
4�

Q
�
�
1
R
<�

S

B
�
T
U��

V
B
W
X
�
Y
Z�

�
[
"
H
<
E
'
�
\
/
�
]
^
F
_
`
/

.
a
b�

c
d
e
f
g
��

�
�
�
�
h
i
�
�
j
k
l
F�

j
m
�
n
o
,
p
�
q
Q

�
[
"
�
r
 
<
'
/
N�

&
s
O
f
t
,
u
�
�
v
!
.
H�

w
 
x
��

8
y
z
�
{
�
>
/
|
}
�
�
~
F
�
!
�
�
�
�
 
E
�
�
�

Q
�
�
�
1
E
�
F�

�
}
�
}
�
�
�
�
'
�
�
�
�
'
O�

�
/
<
E
'
,�

�
R
�
s
�
�
�
�
�
/
�
 
/
'
�
/
.
H�

8
9
:
�
�
�
��

�
�
F
0
1
�
A
B
�
�
��

�
-
N
�
�
4
�
=
�
O

��

�
_
�
�
F
�
�
�
�
�
�
�
'
�
�
A
B
�
M�

�
O
�
�
<
�
�
4
�

=
>
<
E
'
��

r
@
�
E
'
=
>
!
.
H�

w
 
x
��



�
F
�
 
 
I
{
¡
¢
�
£
}�

�
¤
¤
�
{
¥
¢
�
�
I
}�

�
¤
¤
£
{
I
¢
�
¥
}
�
¦
��

�
¤
¤
¥
{
I
¢
I
}�

§
�
¨
©
ª
«
'

�
�
¬


�
�
�
�
,
�
�
�
�
 
E
'
��

­
/
�
®
�
#
,
%
H
'
¯
��

�
y


�
�


�
�
F�

�
�
�
�
i
�
�
�
�
�
,
O
�
�
O
/
M
N�

­
�

*
+
/
 
H
4
�
=
>
!
.
H�

�
¤
¤
°
{
¡
¢
¡
}

±
J
�
²

³
}
�
´
B
�

©
µ
¶

·

¸

¹

²

§
�
¨
©
ª
«

º

»

?
I
¼

½



�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

(

)

�

*

+

２００５年９月１日6



�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

十
二
日
▼
Ｗ
Ｆ
Ｂ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
来
局

▼
仏
教
伝
道
協
会
来
局

▼
真
宗
大
谷
派
、
東
京
宗
務
出
張
所

来
局

二
十
日
▼
前
阪
滋
賀
県
仏
教
会
事
務
局
長
来
局

二
十
一
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

二
十
二
日
▼
事
務
総
局
連
絡
会
議

二
十
五
日
▼
五
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会

二
十
七
日
▼
第
九
回
改
革
推
進
委
員
会

二
十
八
日
▼
加
盟
仏
教
団
体
代
表
者
懇
談
会

▼
神
奈
川
県
仏
教
会
常
務
理
事
会

出
席

▼
法
律
相
談
室

二
十
九
日
▼
常
務
理
事
会

一
日
▼
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
懇
談
会

二
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
宗
教
法
人
審
議
会
出
席

三
日
▼
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
十
八
周
年
世

界
平
和
祈
り
の
集
い
出
席
〜
四
日

▼
念
法
眞
教
立
教
八
十
周
年
報
恩
大
法

要
出
席

▼
Ｂ
Ｎ
Ｎ
企
画
委
員
会
出
席

五
日
▼
国
際
委
員
会

▼
Ｗ
Ｆ
Ｂ
パ
ン
会
長
・
パ
ロ
ッ
プ
事
務

総
長
来
局
、
歓
迎
懇
親
会

八
日
▼
自
民
党
本
部
へ
首
相
並
び
に
閣
僚
の

靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
要
請
文
を

提
出

九
日
▼
加
盟
宗
派
代
表
者
懇
談
会

十
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
念
法
眞
教
来
局

就
任

評
議
員

下
谷
泰
史
（
真
宗
大
谷
派
）

松
山
英
照
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

西
村
冏
紹
（
天
台
眞
盛
宗
）

大
井

亮
（
青
森
県
仏
教
会
）

貴
田
善
澄
（
京
都
府
仏
教
連
合
会
）

逸
見
道
郎
（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

税
務
委
員
会

松
山
英
照
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

同
和
委
員
会

井
上
博
雄
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

栗
原
正
雄
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

松
山
英
照
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

退
任

評
議
員

�
澤
暢
男
（
真
宗
大
谷
派
）

瀬
古
眞
隆
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

砂
原
圓
譲
（
天
台
眞
盛
宗
）

泉
山
益
宣
（
青
森
県
仏
教
会
）

西
山
慈
晃
（
京
都
府
仏
教
連
合
会
）

山
田
一
眞
（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

税
務
委
員
会

瀬
古
眞
隆
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

同
和
委
員
会

滝
口
隆
誠
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

宮
田
正
勝
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

瀬
古
眞
隆
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

広
沢
純
孝
師

七
月
二
十
一
日
遷
化

八
十
六
歳

新
義
真
言
宗
元
管
長

朝
鮮
半
島
出
身
の
旧
民
間

徴
用
者
等
の
遺
骨
に
つ
い

て
情
報
提
供
の
お
願
い

戦
後
六
十
年
が
経
過
し
た
今
日
、
不
完
全

な
戦
後
処
理
か
ら
く
る
諸
問
題
が
多
々
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
、
朝
鮮

半
島
出
身
の
旧
民
間
徴
用
者
等
の
遺
骨
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
の
依
頼
が
内
閣
官
房
・
外

務
省
・
厚
生
労
働
省
よ
り
文
部
科
学
省
文
化

庁
宗
務
課
を
経
て
本
会
へ
協
力
要
請
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
過
日

の
日
韓
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
旧
民
間
徴
用

者
等
の
御
遺
骨
の
所
在
確
認
や
返
還
の
希
望

が
表
明
さ
れ
、
政
府
と
し
て
も
人
道
的
観
点

か
ら
韓
国
に
返
還
で
き
る
限
り
は
返
還
す
る

と
い
う
意
向
か
ら
仏
教
界
に
対
す
る
情
報
提

供
の
依
頼
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
と
し
て
は
、
各
加
盟
団
体
に
対
し
て

七
月
二
十
一
日
付
で
依
頼
状
と
所
官
庁
の
文

書
を
添
付
し
、
加
盟
団
体
所
属
寺
院
に
対
す

る
広
報
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
提

供
い
た
だ
き
た
い
情
報
に
つ
い
て
は
以
下
の

五
つ
に
な
り
ま
す
。
�
遺
骨
の
所
在
地
�
遺

骨
を
管
理
す
る
組
織
の
名
称
・
所
在
地
・
連

絡
先
�
遺
骨
の
状
況
（
合
葬
か
分
葬
か
、
埋

没
状
態
の
ま
ま
か
等
）
�
氏
名
を
含
む
身
元

の
判
明
の
有
無
�
そ
の
他
関
連
事
項

【
問
い
合
わ
せ
先
】
厚
生
労
働
省
職
業
安
定

局
総
務
課（
千
代
田
区
霞
が
関
一
―
二
―
二
）

電
話
〇
三
―
五
二
五
三
―
一
一
一
一（
代
表
）

◆
今
月
の
表
紙
に
つ
い
て
◆

【
マ
ハ
ー
ボ
ー
デ
ィ
寺
院
（
大
菩
提
寺
）】

（
イ
ン
ド
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
）

釈
尊
成
道
の
地
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
は
、
寺

院
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
ス
ト
ゥ
ー

パ
や
僧
院
が
建
て
ら
れ
、
大
巡
礼
地
と

な
っ
た
。

マ
ハ
ー
ボ
ー
デ
ィ
寺
院
は
四
方
に
小

塔
を
従
え
る
「
五
堂
形
式
」
を
と
っ
て

い
る
が
、
小
塔
は
十
九
世
紀
に
付
加
さ

れ
た
も
の
で
、
レ
ン
ガ
造
の
主
塔
は
高

さ
五
十
三
メ
ー
ト
ル
。

事
務
総
局
録
事

七
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

人
事

八
月
（
一
〜
十
日
）

哀
悼
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ZENBUTSU

二
〇
〇
五
年
九
月
一
日
発
行

九
月
号

第
五
一
一
号

第３９回全日本仏教徒会議滋賀大会開催要項

大会テーマ 「出会い 縁を生き、伝えるわれら」

１．開催趣旨
地球は青い水の星。生命にとって欠かすことの出来ない水は、いのちのみなもとです。生命の誕生、そし

て進化を繰り返し、文明の火を灯し進歩してきました。あらゆる生命が共存する地球は、人類の歴史と共に
大いなる環境の変化をもたらしています。また、世界各地で起こる争い、環境破壊、温暖化現象など人間の
欲望が加害者となり、限りあるこの地球というすばらしい星を苦しめています。
みほとけの慈悲のこころを２１世紀からの地球と子孫に伝え、さらに未来に向けて一人ひとりが真剣に考え
る集いとなるようびわ湖を擁する滋賀から発信していきましょう。

発
行
人

齋
藤
明
聖

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

U
R
L:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

２．大会日程
【第１日目】
日 時：１１月１６日（水）１２時受付開始
会 場：大津プリンスホテル

（滋賀県大津市におの浜４‐７‐７）
内 容：開会式（１３：００～）

分科会 （１４：１０～）
加盟団体代表者会議（１４：１０～）
全体会報告
交流親睦の夕べ （１８：３０～）１８時受付開始

〈加盟団体代表者会議内容〉
テーマ「討議１ 仏教にみる個と社会」

～地域社会の再生は、仏教界の活性化につながるか？～
提言者：鈴木永城師（仏教情報センター理事長）

町田宗鳳師（東京外国語大学教授）
木村至宏師（成安造形大学学長）

テーマ「討議２ NEXT５０」
～未来を見据えたこれからの全一仏教の軌跡をえがく～

提言者：齋藤明聖（全日本仏教会事務総長）

〈分科会内容〉
第１分科会 テーマ「いのち 取り巻く環境」

～琵琶湖の生態系を通じて子孫に残す環境を考える～
提言者：武村正義氏（元大蔵大臣）
パネリスト：奈倉道隆氏（四天王寺国際仏教大学大学院教授）

浅岡美恵氏（気候ネットワーク代表）
藤井絢子氏（滋賀県環境生活協同組合理事長）

座 長：武村正義氏

第２分科会 テーマ「仏教徒による国際貢献」
～いま、求められるNGO活動と国際交流～

提言者：秦 辰也氏（シャンティ国際ボランティア会専務理事）
パネリスト：茂田真澄師（アーユス仏教国際協力ネットワーク理事長）

サンガラトナ・法天・マナケ師（パンニャ・メッタ協会代表）
伊藤佳通師（BAC仏教救援センター理事長）

座 長：植月桃枝氏（フリーアナウンサー）

第３分科会 テーマ「仏教にみる男女社会参画について」
～男女が共に助け合う社会のあり方を模索する～

提言者：上川陽子氏（自由民主党衆議院議員）
パネリスト：木邊 美氏（近畿宗教婦人連盟総裁）

小川眞理子師（浄土真宗本願寺派等光寺住職）
黒田 隆氏（社会福祉法人甲南会事務局長）

座 長：滝口隆誠師（浄土真宗本願寺派出版社部長）

第４分科会 テーマ「現代の政治を考える」
～公益法人制度改革と宗教法人への影響～

提言者：小泉顕雄師（自由民主党参議院議員）
パネリスト：樽床伸二氏（民主党衆議院議員）

宮城泰年師（京都仏教会常務理事）
田中 治氏（大阪府立大学教授）
長谷川正浩師（財団法人全日本仏教会顧問弁護士）

座 長：本多隆朗師（親鸞聖人７５０回大遠忌事務所所長）

【第２日目】
日 時：１１月１７日（木）午前９時受付
会 場：滋賀県立芸術劇場 びわ湖ホール

（滋賀県大津市打出浜１５‐１）
内 容：記念式典

大会旗返還 新潟県仏教会から滋賀県仏教会へ
法 要 三帰依文、天台声明ほか。

導師：山本孝圓師（大会会長）
あ い さ つ 藤井日光師（大会総裁）

里見達人師（全仏理事長）
大 会 宣 言 山本孝圓師（大会会長）
記 念 講 演

演題：『福祉は我が家から』
講師：西川きよし氏（元参議院議員）

３．特別展（２日間開催）
◇釈尊生誕地『ルンビニー園』復興事業の歩みパネル展
◇第３９回現代名僧墨蹟展（展示即売）

４．参加費
２，０００円（２日間通したお一人様分の大会参加費）
７，０００円（お一人様分の「交流親睦の夕べ」参加費）

５．参加対象
寺院僧侶及び檀信徒各位、一般の方々

６．申込先および問い合わせ先
滋賀県大津市坂本５丁目１３‐１西教寺内
第３９回全日本仏教徒会議滋賀大会事務局
TEL０７７‐５７８‐００１３ FAX０７７‐５７８‐３４１８

電

話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇

２００５年９月１日8


